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収束後を見据えてどう記載するか
コロナ禍に起因する「事業等の
リスク」の開示上の留意事項

有限責任監査法人トーマツ
公認会計士

山内　達夫

こ
の
記
事
の
エ
ッ
セ
ン
ス

●新型コロナウイルス感染症に起因して翌期以降の事業活動に影響を及ぼし得るリ
スクについて、有価証券報告書の「事業等のリスク」に記載することが想定される
が、改正開示府令ではリスクの内容だけでなく対応策や経営戦略との関連性など
について経営者の視点から具体的に記載することが求められている。

●危機への対応段階においては、新型コロナウイルス感染症に起因する翌期以降の
事業活動への影響を見通すことは難しく、目下の顕在化したリスクが継続する見
通しや対応策を記載することが考えられる。

●感染拡大が収束しても以前と同様に事業活動を回復することは難しく、社会や人々
の価値観の変化による中長期的な新しいビジネス環境（Next Normal）を見通し、
経営戦略に関連するリスクマネジメント活動について説明することが期待される。

は
じ
め
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
３
月
決
算
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
企
業
に
お
い
て
、
決
算
業
務
や
監
査

業
務
を
例
年
ど
お
り
に
進
め
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
状
況
を
踏

ま
え
、
金
融
庁
は
、
４
月
17
日
に
有
価
証

券
報
告
書
等
の
提
出
期
限
を
本
年
９
月
末

ま
で
延
長
し
た
。

こ
の
２
０
２
０
年
３
月
期
の
有
価
証
券

報
告
書
に
お
い
て
は
、「
経
営
方
針
・
経
営

戦
略
」、「
事
業
等
の
リ
ス
ク
」、「
経
営
者
に

よ
る
財
政
状
態
、
経
営
成
績
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
状
況
の
分
析（
Ｍ
Ｄ
＆

Ａ
）」と
い
っ
た「
記
述
情
報
」の
充
実
等
を

定
め
た「
企
業
内
容
等
の
開
示
に
関
す
る

内
閣
府
令
」の
改
正（
以
下
、「
改
正
開
示
府

令
」と
い
う
）が
適
用
さ
れ
る
。

ま
た
、
5
月
21
日
、
金
融
庁
は「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
関
す

る
企
業
情
報
の
開
示
に
つ
い
て
」を
公
表

し
、
有
価
証
券
報
告
書
の
う
ち
非
財
務
情

報（
記
述
情
報
）に
関
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て

「
事
業
等
の
リ
ス
ク
」に
お
け
る
感
染
症
の

影
響
や
対
応
策
、「
経
営
者
に
よ
る
財
政
状

態
、経
営
成
績
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

の
状
況
の
分
析（
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
）」に
お
け
る

業
績
や
資
金
繰
り
へ
の
影
響
分
析
、
経
営

戦
略
を
変
更
す
る
場
合
に
は
そ
の
内
容
等

の
充
実
し
た
開
示
を
行
う
こ
と
が
強
く
期

待
さ
れ
て
い
る
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
記
事
に
お
い
て
は
、
改
正

開
示
府
令
等
を
踏
ま
え
、「
事
業
等
の
リ
ス

ク
」に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

起
因
す
る
事
項
に
つ
い
て
記
載
す
る
際
に

考
え
ら
れ
る
留
意
事
項
に
つ
い
て
解
説
す

る
。
な
お
、
文
中
の
意
見
に
わ
た
る
部
分

は
筆
者
の
私
見
で
あ
る
。

改
正
開
示
府
令
に
お
け
る

「
事
業
等
の
リ
ス
ク
」の

記
載
事
項

⑴　
改
正
前
の「
事
業
等
の
リ
ス
ク
」

の
開
示
に
関
す
る
課
題

従
来
の
有
価
証
券
報
告
書
の「
事
業
等
の

リ
ス
ク
」の
記
載
の
多
く
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
実
施
後
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
意
味
合
い
と

し
て
、「
顕
在
化
し
た
場
合
に
は
財
政
状
態

等
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
」と
い

う
文
章
で
終
わ
る
例
が
多
か
っ
た
。
こ
の

背
景
に
は
、
開
示
の
主
た
る
目
的
が
、
投

資
家
に
対
し
て
株
式
と
い
う
金
融
商
品
の

リ
ス
ク
を
事
前
に
注
意
喚
起
す
る
こ
と
で

訴
訟
対
策
と
す
る
こ
と
も
一
因
と
思
わ
れ
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る
。
そ
の
た
め
、
企
業
の
実
際
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
と
、
有
価
証
券
報
告

書
の「
事
業
等
の
リ
ス
ク
」の
開
示
が
、
多

く
の
企
業
で
は
一
部
別
も
の
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
い
た
側
面
も
想
定
さ
れ
る
。

⑵　
改
正
後
の「
事
業
等
の
リ
ス
ク
」

の
開
示
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

一
方
、
改
正
開
示
府
令
で
は
、
主
要
な

リ
ス
ク
を
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
を
求

め
て
お
り
、
具
体
的
に
記
載
す
る
た
め
の

項
目
の
例
と
し
て
次
を
掲
げ
て
い
る（
図

表
１
参
照
）。

①　
顕
在
化
す
る
可
能
性
の
程
度
や
時
期

②　
経
営
成
績
等
に
与
え
る
影
響
の
内
容

③　
対
応
策

④　
重
要
性

⑤　
経
営
方
針・経
営
戦
略
等
と
の
関
連

性①
と
②
は
、経
営
環
境
の
洞
察
の
結
果
、

経
営
者
が
識
別
し
た
リ
ス
ク
の
内
容
で
あ

り
、
③
と
④
は
、
識
別
し
た
リ
ス
ク
に
つ

い
て
優
先
順
位
を
踏
ま
え
た
リ
ス
ク
に
対

す
る
管
理
活
動（
取
組
み
）が
問
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
⑤
は
企
業
が
経
営
戦
略
で
掲

げ
て
い
る
基
本
方
針
を
進
め
る
こ
と
で
、

戦
略
と
表
裏
一
体
に
あ
る
リ
ス
ク
と
の
紐

づ
け
を
、
い
ず
れ
も
経
営
者
の
視
点
で
説

明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
開
示
府

令
で
は「
リ
ス
ク
」そ
の
も
の
の
定
義
に
つ

い
て
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
戦
略

に
影
響
を
与
え
る
脅
威（
ダ
ウ
ン
サ
イ
ド
・

リ
ス
ク
）に
限
定
す
る
の
か
、
機
会（
ア
ッ

プ
サ
イ
ド
・
リ
ス
ク
）も
含
め
た「
不
確
実

性
」と
い
う
意
味
で
の
リ
ス
ク
と
捉
え
て

い
る
の
か
、
各
企
業
が「
リ
ス
ク
」を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
し

て
い
る
の
か
と
い
っ
た
点
も
問
わ
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
開
示
に
あ
た
り
望
ま
し
い
取
組

み
を
定
め
た「
記
述
情
報
の
開
示
に
関
す

る
原
則
」（
以
下
、「
記
述
情
報
開
示
原
則
」

と
い
う
）で
は
、
取
締
役
会
等
に
お
い
て
、

リ
ス
ク
の
影
響
度
や
発
生
の
蓋
然
性
に
関

す
る
議
論
を
踏
ま
え
た
重
要
性
に
応
じ
た

記
載
や
、
リ
ス
ク
管
理
区
分
に
応
じ
た
記

載
を
求
め
て
お
り
、
実
際
の
企
業
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
ネ
ン
ト
活
動
を
ベ
ー
ス
に
し
た

記
載
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
取

締
役
会
等
は
足
元
の
短
期
的
な
リ
ス
ク
に

対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
中
長
期
的
な
視

点
か
ら
将
来
の
内
外
経
営
環
境
の
変
化
を

洞
察
し
、
経
営
方
針
・
経
営
戦
略
の
実
現

に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る「
リ
ス

ク
」を
ど
う
捉
え
、
経
営
陣
が
そ
の
リ
ス

ク
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
を
監
督
す
る
こ
と
が
期
待
役

割
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因

（図表１）　改正前のよくある課題と、改正後の記載項目・望ましい取組み

・上場以来、基本、前年度の
開示を踏襲している

・世界経済・日本経済の影響
など、一般的なリスクの羅
列にとどまり、「企業固有の
リスク」を記載していない

・訴訟対策として記載項目を
検討している

・トピックな事項を都度追加
した結果、各項目の粒度や
階層が揃っていない

・リスクの種類・内容を記載
するだけで、対応策を記載
していない

・経営戦略／中期経営計画が
変わっているが、リスクの
内容は更新していない

改正前のリスク開示に対する
一般的な開示事例

追加記載項目の例
（改正開示府令*）

開示に向けた望ましい取組み
（記述情報開示原則）

01　一般的なリスクの羅列ではない

02　記載の順序

03　リスクの区分

取締役会等における、リスクの影響
度や発生の蓋然性に応じた重要性
を考慮

経営環境や経営戦略を踏まえ、取
締役会等におけるリスクの重要性を
反映

リスク管理に用いている区分に応じ
た記載（例：市場リスク、品質リスク、
コンプライアンスリスクなど）

リスクが顕在化する
可能性の程度や時期

リスクへの対応策

リスクが顕在化した
場合に経営成績等に
与える影響の内容

リスクの重要性

経営方針・経営戦略等と
の関連性

＊　経営者が連結会社の経営成績等の状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリスクについて、(当該リスクが顕在化する可能性の程度や時期、当該リス
クが顕在化した場合に連結会社の経営成績等の状況に与える影響の内容、当該リスクへの対応策を記載するなど)具体的に記載すること。記載に当たっては、(リスクの重要性
や経営方針・経営戦略等との関連性の程度を考慮して)わかりやすく記載すること。

（出所）　改正開示府令、記述情報の開示に関する原則を踏まえ、筆者作成
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す
る
。

⑶　
監
査
役
会
等
の
活
動
状
況
や
、監

査
上
の
主
要
な
事
項
と
の
関
連
性

「
事
業
等
の
リ
ス
ク
」に
記
載
さ
れ
た
項

目
の
な
か
に
は
、
監
査
役
お
よ
び
監
査
役

会
／
監
査
等
委
員
会
／
監
査
委
員
会（
以

下
、
あ
わ
せ
て「
監
査
役
会
等
」と
い
う
）

の
監
査
に
お
い
て
検
討
す
べ
き
項
目
が
あ

る
こ
と
も
十
分
に
想
定
さ
れ
、
そ
の
場
合

に
は
、
監
査
役
会
等
が
当
該
リ
ス
ク
に
関

す
る
執
行
側
の
管
理
体
制
や
枠
組
み
を
把

握
・
評
価
す
る
等
の
監
査
手
続
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
る
⑴
。

さ
ら
に
、「
事
業
等
の
リ
ス
ク
」が
将
来

の
財
政
状
態
お
よ
び
経
営
成
績
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る（
非
財
務
情
報
は

「
将
来
の
財
務
情
報
に
つ
な
が
る
情
報
」と

も
い
え
る
）こ
と
か
ら
、
独
立
監
査
人
の

監
査
に
お
い
て
検
討
す
べ
き
項
目
が
あ
る

こ
と
も
十
分
に
想
定
さ
れ
る
⑵
。
よ
っ
て
、

事
業
等
の
リ
ス
ク
に
記
載
す
る
リ
ス
ク
の

な
か
に
は
、
２
０
２
１
年
３
月
期
か
ら

適
用
さ
れ
る（
２
０
２
０
年
３
月
期
か
ら

早
期
適
用
も
可
能
）独
立
監
査
人
の
監
査

報
告
書
に
お
け
る「
監
査
上
の
主
要
な
検

討
事
項（K

ey A
udit M

atters

）」（
Ｋ
Ａ

Ｍ
）と
し
て
記
載
す
る
事
項
と
関
連
す
る

よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
た
め
、
関
連
性
を
踏
ま
え
各
種
開
示
項

目
の
整
合
性
を
意
識
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
る（
図
表
２
参
照
）。

⑴
　
こ
の
点
、
日
本
監
査
役
協
会
の
監
査
役
監
査
基
準
1
条

2
項
に
お
い
て「
監
査
役
は
、企
業
規
模
、業
種
、経
営
上
の

リ
ス
ク
そ
の
他
固
有
の
監
査
環
境
に
も
配
慮
し
て
本
基
準

に
即
し
て
行
動
す
る
も
の
と
し
、
監
査
の
実
効
性
確
保
に

努
め
る
」こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

⑵
　
監
査
基
準
　
第
三
　
実
施
基
準
で
は
、「
監
査
人
は（
中

略
）企
業
及
び
企
業
環
境
を
理
解
し
、こ
れ
ら
に
内
在
す
る

事
業
上
の
リ
ス
ク
等
が
財
務
情
報
に
重
要
な
虚
偽
の
表
示

を
も
た
ら
す
可
能
性
を
考
慮
」す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動

前
述
し
た
よ
う
な
、
改
正
開
示
府
令
や

記
述
情
報
開
示
原
則
の
内
容
を
踏
ま
え
る

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
起
因
す
る
内
外
経
営
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
次
の
よ
う
な
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
活
動
の
取
組
み
を
把
握
す
る
こ
と

が
ま
ず
は
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

Ａ　
経
営
者
が
翌
期
以
降
の
事
業
活
動
に

重
要
な
影
響
を
与
え
る
リ
ス
ク
を
ど
う

見
通
し
て
い
る
の
か（
顕
在
化
す
る
可

能
性
や
時
期
、経
営
成
績
等
に
与
え
る

影
響
や
重
要
性
に
つ
い
て
ど
う
見
通
し

て
い
る
の
か
）【
経
営
環
境
の
洞
察
に
基

づ
く
リ
ス
ク
の
見
通
し
】

Ｂ　
そ
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
策
を
講
じ
て
い
る
の
か【
リ
ス
ク

の
対
応
策
】

Ｃ　
経
営
戦
略
の
見
直
し
を
す
る
ほ
ど
の

環
境
変
化
が
起
き
て
い
な
い
か【
経
営

戦
略
と
の
関
連
性
】

特
に
、
今
回
は
感
染
が
沈
静
化
し
て
も

感
染
拡
大
前
と
同
様
の
事
業
活
動
を
行
う

こ
と
は
難
し
い
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
世

の
中
の
価
値
観
に
も
重
要
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
長
期
を
見
据
え
た

ト
レ
ン
ド
か
ら
経
営
戦
略
に
ど
の
よ
う
に

影
響
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（図表２）　有価証券報告書等のリスク開示とKAMの位置づけ

事業経営上のリスク

有価証券報告書　
第2 「事業等のリスク」

内部統制報告書
（J-SOX)

経営者によるリスクの
認識と対応策

取締役会等において
リスクの重要性・経営
者の対応策の十分性

を監督

監査役会等が監査対
象としているリスクに

対する活動状況

監査人から資本市場へ
の直接的な情報発信

財務会計リスクへ
の対応状況

財務会計リスクに
対する監査活動

監査上の主要な
検討事項

（Key Audit Matters）

監査上のリスク以外の
リスク

経営者

取締役会・
経営会議

監査役
会等

独立
監査人

監査上のリスク
（財務諸表の信頼性）

有価証券報告書　
第２ 「事業等のリスク」

有価証券報告書　
第４「監査役会等の

活動状況」

（出所）　筆者作成
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⑴　
経
営
環
境
の
洞
察
に
基
づ
く
リ

ス
ク
の
見
通
し

世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
累
積
感
染
者
数
は
未
だ
増
加
し

て
い
る
地
域
も
あ
り
、
沈
静
化
し
て
い
る

国
・
地
域
で
も
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
が
報
告

さ
れ
て
お
り
第
２
波
に
よ
る
長
期
化
も
懸

念
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
未
曾
有
の
事
態
に
直
面
し
、
主
要
各
国

は
人
命
保
護
を
最
優
先
と
し
つ
つ
も
、
社

会
・
経
済
活
動
維
持
の
た
め
の
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
経
営
環
境
に

お
い
て
、
自
社
グ
ル
ー
プ
の
翌
期
以
降
の

事
業
活
動
に
及
ぼ
す
影
響
を
、
正
確
に
予

測
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
、
先
行
不

透
明
な
経
営
環
境
の
な
か
で
も
、
経
営
者

は
、
従
業
員
等
の
安
全
確
保
や
社
会
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
の
機
能
維
持
を
ま
ず
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
事
業
継
続
に
係
る
差
し

迫
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
へ
注
力
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
経
営
陣
を
監
督
す
る
立
場
の
取
締
役

会
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
経
営
陣

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
を
支
援
し
、
ま

た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
利
益
も
考
慮
し

な
が
ら
新
し
い
環
境
に
適
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
検
討
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
る（
図
表
３
参
照
）。

 ⑵　
リ
ス
ク
の
対
応
策
・
経
営
戦
略

と
の
関
連
性

①　

対
応
段
階
（
短
期
）

企
業
が
危
機
の
渦
中
に
あ
り
緊
急
課
題

へ
適
切
に
対
処
し
、
ま
ず
事
業
活
動
の
継

続
性
を
確
保
す
る
段
階
で
あ
る
。

経
営
者
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
影
響
拡
大
に
よ
り
事
業
活
動

の
継
続
に
影
響
を
与
え
る
リ
ス
ク
要
因
に

つ
い
て
、
企
業
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
ご

と
に
把
握
し
次
の
よ
う
な
足
元
の
対
応
策

を
検
討
す
る
。

・
従
業
員
等
の
労
働
環
境
の
安
全
性
確
保

を
目
的
と
し
た
働
き
方
の
制
約
に
よ
る

生
産
性
の
低
下
、工
場
の
稼
働
率
の
低
下

（
時
差
通
勤
や
在
宅
勤
務
な
ど
安
全
性
を

配
慮
し
た
働
き
方
を
す
る
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
な
ど
）

・
仕
入
先
な
ど
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
制

約
に
よ
る
原
材
料
や
部
品
の
製
造
元
の

生
産
停
止
に
よ
る
欠
品
に
よ
る
生
産

性
の
低
下
、物
流
の
停
滞（
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
維
持
す
る
た
め
の
仕
入
先

の
支
援
、新
た
な
調
達
先
の
模
索
な
ど
）

・
地
域
住
民
へ
の
社
会
的
責
任
の
観
点
か

ら
、密
に
な
る
状
態
を
避
け
る
べ
く
店
舗

や
施
設
の
営
業
自
粛
、営
業
時
間
の
短
縮

に
よ
る
制
約
に
よ
る
売
上
高
の
急
激
な

（図表３）　新型コロナウイルス感染症に起因するリスクへの対応（経営陣と取締役会の役割）

経営陣

事業活動を継続するための意思決定

事業活動を正常状態に回復するための意思決定

経営戦略の前提となるリスクの把握

今回の対応を振り返り事業継続計画の見直し

取締役会

1. 優先事項を決定する際のアドバイス

3. 経営陣が感染した場合の継承プラン構築

2. 意思決定のスピードに柔軟な環境整備

4. 説明責任に向けた助言

1. 事業活動回復に向けた活動支援

2.新たな経営環境を見据えた戦略の見直し

3.事業継続計画の見直しの監督

（出所）　筆者作成

対
応
段
階

対
応
段
階

回
復段

階

回
復段

階

成
長
段
階

成
長
段
階

短期 短期

長期 長期

緊急時において優先すべき事項を見分け、難しい制
約のなかで意思決定を行い組織を安定させる

長期ビジョンをもって新たなビジネス環境で必要とされ
るイノベーションを創出

危機後の新たなビジネス環境を洞察し、長期にわた
り持続的に成長していく戦略の議論をリードする

緊急時において、経営陣がリーダーシップを発揮
しやすい環境を整える

（対取引先） サプライチェーンの維持

（対金融機関）財政面の支援要請

（対従業員等）労働環境の安全性確保

（対地域住民）社会インフラ機能の維持

（対株主）決算説明・総会対応

ホット・イシュー
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減
少（
デ
リ
バ
リ
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
、顧
客
へ
の

新
し
い
販
売
方
法
の
検
討
）

・
休
業
時
の
家
賃
や
従
業
員
へ
の
給
与
支

払
な
ど
財
政
面
の
制
約
に
よ
る
資
金
繰

り
の
悪
化（
国
や
自
治
体
に
よ
る
支
援
制

度
の
活
用
や
、金
融
機
関
へ
の
財
政
面
の

支
援
要
請
、家
賃
の
支
払
時
期
延
期
交
渉

や
、役
員
報
酬・
従
業
員
賞
与
の
減
額
検

討
）

・決
算
作
業
や
、定
時
株
主
総
会
の
開
催
に

関
す
る
制
約
に
よ
り
株
主
へ
の
説
明
責

任
に
関
連
す
る
支
障（
決
算
発
表
の
延

期
、定
時
株
主
総
会
の
延
期
や
継
続
会
の

検
討
）

②　

回
復
段
階
（
中
期
）

企
業
が
中
期
の
経
済
情
勢
を
見
通
し
、

課
題
解
決
や
教
訓
を
活
か
し
て
、
経
営
基

盤
を
よ
り
強
固
に
す
る
た
め
の
段
階
で
あ

る
。経

営
者
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
各
地
域

の
状
況
を
適
切
に
把
握
し
た
う
え
で
、
感

染
拡
大
の
影
響
が
沈
静
化
・
収
ま
っ
た
地

域
を
皮
切
り
に
、
リ
ス
ク
要
因
を
考
慮
し

つ
つ
前
記
①
の
対
応
段
階
か
ら
、
順
次
事

業
活
動
を
回
復
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
策
定
し
対
応
策
を
検
討
す
る
。

③　

成
長
段
階
（
長
期
）

企
業
が
危
機
後
の「
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
」 （N

ext N
orm

al

） 

へ
の
適
応
に

向
け
た
戦
略
を
策
定
・
具
体
化
さ
せ
て
い

く
段
階
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
世
界
的
な
影
響
を
及
ぼ
す

重
大
な
危
機
を
経
験
す
る
と
、
一
般
社
会

の
常
識
や
人
々
の
価
値
観
も
大
き
く
変
化

す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
、
経
営
者
は
、

長
期
的
な
経
営
環
境
の
変
化
を
見
通
す

（
シ
ナ
リ
オ
分
析
な
ど
）必
要
が
あ
る
。
た

と
え
ば
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
効
用
に
対

す
る
意
識
の
高
ま
り
、
オ
フ
ィ
ス
へ
の
通

勤
な
ど
働
く
た
め
の
物
理
的
環
境
に
対
す

る
考
え
方
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
化
な
ど

に
よ
り
、
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
よ

り
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
創
出
さ
れ

る
反
面
、
既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
は

変
革
・
淘
汰
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
局
面
も

予
想
さ
れ
る
。
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
危
機
対
応
後
の
長
期
的

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
抱
く
企
業
ほ
ど「
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
」（N

ext N
orm

al

）に
見

合
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
で
き
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
収
束
後
、
今
回
の
一
連
の
危
機

対
応
を
振
り
返
り
、
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し

た
場
合
の
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
見

直
し
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
起
因
す
る
リ
ス
ク

要
因
に
つ
い
て
の
開
示
を

す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

⑴　
リ
ス
ク
に
関
す
る
記
載

有
価
証
券
報
告
書
の「
事
業
等
の
リ
ス

ク
」に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

連
す
る
事
項
を
記
載
す
る
に
際
し
て
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
活
動
と
し
て
、
経
営
者
の
視
点
に

よ
る
リ
ス
ク
の
将
来
見
通
し
や
、
対
応
策
、

経
営
戦
略
へ
の
影
響
を
記
載
す
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
危
機
の
渦
中
で「
対
応

段
階
」に
あ
る
企
業
に
と
っ
て
は
、
不
確

定
要
素
が
多
す
ぎ
て
将
来
の
見
通
し
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、
社
内
で
は
将
来
の
見
通

し
に
つ
い
て
複
数
の
前
提
を
置
い
た
う
え

で
の
シ
ナ
リ
オ
分
析
を
し
て
い
た
と
し
て

も
特
定
の
シ
ナ
リ
オ
に
絞
り
込
む
こ
と
は

で
き
ず
、
業
績
予
想
等
の
開
示
を
行
う
こ

と
で
か
え
っ
て
市
場
に
誤
解
を
招
く
こ
と

か
ら
非
開
示
と
し
て
い
る
企
業
も
多
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
起
因
す
る

リ
ス
ク
に
関
す
る
記
載
と
し
て
は
①
顕
在

化
し
た
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
記
載
／
②
潜

在
的
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
記
載
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
記
載
が
考
え
ら
れ
る
。

①　
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
リ

ス
ク【
主
に
対
応
段
階
】

・（
リ
ス
ク
内
容
）翌
期
以
降
の
事
業
活
動

に
与
え
る
影
響
を
見
積
る
こ
と
が
難

し
い
対
応
段
階
に
お
い
て
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
リ
ス

ク
が
顕
在
化
し
、既
存
の
事
業
活
動
に

制
約
が
生
じ
て
い
る
状
況
が
翌
期
以

降
の
事
業
活
動
に
も
継
続
す
る
見
通

し
の
記
載
を
行
い
、経
営
成
績
や
財
政

状
態
に
与
え
る
影
響
の
見
通
し
が
難

し
い
旨
を
記
載
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

・（
リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
）危
機
下
の
対
応

段
階
に
お
け
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

ご
と
の
対
応（
従
業
員
の
安
全
確
保
を

維
持
し
た
働
き
方
、原
材
料
の
維
持
や

物
流
な
ど
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維

持
、資
金
管
理
、顧
客
へ
の
影
響
な
ど
）

を
記
載
し
、翌
期
以
降
も
継
続
す
る
旨

を
対
応
策
と
し
て
記
載
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

・（
経
営
戦
略
と
の
関
連
性
）中
期
経
営
計

画
の
前
提
と
な
る
環
境
の
変
化
の
状

況
に
応
じ
て
、既
存
の
中
期
経
営
計
画

の
基
本
方
針
と
の
紐
づ
け
や
、場
合
に

よ
っ
て
は
取
下
げ
の
要
否
の
記
載
を

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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山内　達夫（やまうち・たつお）
有限責任監査法人トーマツ　リスク
アドバイザリー事業本部　シニアマ
ネジャー
公認会計士
有限責任監査法人トーマツ入所後、
㈱ジャスダック証券取引所（現 日本
取引所自主規制法人）や経済産業省
への出向を経て、現在はガバナンス
関連や経営戦略に付随するリスクマ
ネジメント関連のアドバイザリー業
務に従事。

②　

感
染
拡
大
が
お
お
む
ね
収
束
し
た

段
階
で
考
え
ら
れ
る
潜
在
的
な
リ
ス
ク

【
主
に
回
復
段
階・成
長
段
階
】

・（
リ
ス
ク
内
容
）事
業
活
動
の
回
復
に

向
け
た
見
通
し
に
加
え
、新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境（N

ext N
orm

al

）が
既
存

の
経
営
戦
略
の
前
提
と
し
て
い
る
将

来
見
通
し
と
大
き
く
異
な
る
よ
う
な

場
合
は
、中
長
期
的
な
戦
略
の
練
り
直

し
や
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

変
革
ま
で
求
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。そ
の
た
め
、「
経
営
方
針・
戦
略
、対

処
す
べ
き
課
題
」と
の
関
連
性
も
踏
ま

え
、新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
対
応
す

る
た
め
の
経
営
戦
略
を
推
進
し
て
い

く
際
の
不
確
実
性
要
因
で
あ
る
リ
ス

ク
を
記
載
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

・（
リ
ス
ク
へ
の
対
応
策
）短
期
的
な
対
応

策
の
み
な
ら
ず
、前
述
し
た
中
長
期
的

な
目
線
を
意
識
し
た
潜
在
的
な
リ
ス

ク
に
対
し
て
企
業
が
検
討
し
て
い
る

対
応
策
を
記
載
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

・（
経
営
戦
略
と
の
関
連
性
）新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
に
対
応
す
る
た
め
経
営
戦
略

を
掲
げ
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
、そ
の

実
行
に
必
要
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
技

術
革
新
に
関
す
る
リ
ス
ク
と
の
関
連
性

を
記
載
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

⑵　
日
本
企
業
お
よ
び
米
国
企
業
の

開
示
事
例
の
傾
向

12
月
決
算
企
業
は
、
２
０
２
０
年
３
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
有
価
証
券
報
告

書
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
時
点
に
お
い

て
は
、
世
界
各
地
で
感
染
が
ま
す
ま
す
拡

大
し
て
お
り
、
危
機
の
渦
中
に
あ
る「
対

応
段
階
」の
企
業
が
多
か
っ
た
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
感
染
拡
大
に
よ
る

影
響
や
、
目
下
の
対
応
策
な
ど
の
記
載
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
。

（
リ
ス
ク
項
目
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
る
リ
ス
ク
を
１
項
目
と
し
て
記
載【
製

造
業
】

・自
然
災
害
に
関
す
る
リ
ス
ク
の
な
か
に
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
含
め
て
記
載【
製
造
業
】【
金
融

業
】

（
リ
ス
ク
の
内
容
）

・一
時
的
な
営
業
停
止
に
よ
り
、経
営
成
績

等
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
旨

【
サ
ー
ビ
ス
業
】

・
今
後
の
感
染
拡
大
の
規
模
や
収
束
の
時

期
に
つ
い
て
の
見
通
し
が
た
た
ず
、経
営

成
績
等
に
与
え
る
影
響
を
予
測
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
旨【
製
造
業
】

・事
態
の
長
期
化
等
の
場
合
に
は
、市
場
が

悪
化
し
経
営
成
績
等
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
旨【
製
造
業
】

（
リ
ス
ク
の
対
応
策
）

・
担
当
役
員
や
感
染
対
策
本
部
を
設
置
し

て
い
る
旨【
製
造
業
】

・在
宅
勤
務
な
ど
の
従
業
員
の
働
き
方
、サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
状
況
の
把
握
に
よ

る
原
材
料
の
確
保
な
ど
、目
下
の
危
機
へ

対
応
し
て
い
る
旨【
製
造
業
】

（
経
営
戦
略
と
の
関
連
性
）

・中
期
経
営
計
画
を
取
り
下
げ
、コ
ロ
ナ
を

踏
ま
え
た
経
営
環
境
の
見
通
し
を
行
い

戦
略
と
リ
ス
ク
を
今
後
あ
ら
た
め
て
検

討
し
て
い
く
旨【
サ
ー
ビ
ス
業
】

ま
た
、
12
月
決
算
企
業
の
多
い
米
国
企

業
の
開
示
事
例
に
お
い
て
も
、
同
様
の
傾

向
が
見
受
け
ら
れ
、
対
応
段
階
に
お
け
る

リ
ス
ク
の
内
容（
経
営
成
績
等
へ
の
影
響
に

関
す
る
見
通
し
を
含
む
）を
記
載
し
て
い
る

例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
な
お
、
米
国

の
場
合
、
日
本
の
改
正
開
示
府
令
の
よ
う

に
リ
ス
ク
の
対
応
策
や
経
営
戦
略
と
の
関

連
性
に
関
す
る
記
載
を
す
る
こ
と
は
求
め

ら
れ
て
い
な
い
の
で
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
の
記
述
情
報
に
関
す
る
改
正
は

「
経
営
者
の
視
点
」に
基
づ
い
た
記
載
が
求

め
ら
れ
て
い
る
点
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
企
業
の
経
営
陣
が
自
社
を
取
り
巻
く

内
外
の
経
営
環
境
を
ど
の
程
度
先
の
将
来

ま
で
見
通
し
、
ま
た
何
が
重
要
な
リ
ス
ク

と
考
え
て
対
応
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
た
経
営
戦
略
の

実
現
可
能
性
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
を
説
明
す
る
こ
と
が
趣
旨
で
あ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、

局
地
的
な
も
の
で
は
な
く
世
界
的
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
企
業
の
事
業
活
動
に

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
な
制
約
を
伴
う
経

営
環
境
の
変
化
が
起
き
て
い
る
。
経
営
者

は
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
足
元
の
危
機
対

応
に
む
け
た
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
意
思
決

定
と
と
も
に
、
回
復
段
階
・
成
長
段
階
の

経
営
環
境
を
見
据
え
た
経
営
戦
略
と
、
事

業
等
の
リ
ス
ク
の
把
握
・
対
応
策
を
検
討

し
、
こ
れ
ら
を
説
明
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

ホット・イシュー


